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ポ
プ
リ
な
ど
に
加
工
が
で
き
る
価
値
の

あ
る
植
物
で
す
。
園
内
の
一
部
の
ラ
ベ

ン
ダ
ー
を
販
売
で
き
る
よ
う
実
需
者
と

の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
て
い

く
か
検
討
し
ま
す
。

　
情
報
発
信�

　

今
回
の
来
場
者
数
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

メ
デ
ィ
ア
の
効
果
が
あ
っ
て
こ
そ
で

す
。
本
格
オ
ー
プ
ン
す
る
来
年
も
メ
デ

ィ
ア
の
力
を
十
分
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
町
の
広
報
や
観
光
協
会
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
を
行
う
こ
と
も
肝
要
で
す
。

　

最
後
に

　

日
本
一
の
広
さ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
を

目
指
す
「
千
年
の
苑
」
は
完
成
す
る
と

町
の
代
名
詞
と
な
り
ま
す
。
来
年
の
本

格
オ
ー
プ
ン
か
ら
は
入
園
に
対
し
料
金

を
い
た
だ
き
、
園
の
維
持
・
管
理
費
に

充
て
て
い
き
ま
す
。「
お
金
を
払
っ
て

で
も
入
園
し
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
と
な
る
よ

う
、
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ど
売
切
れ
て
し
ま
う
状
況
で
、
来
園
者

の
購
買
力
が
高
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

本
格
オ
ー
プ
ン
時
に
は
、
常
時
販
売
で

き
る
体
制
を
つ
く
り
、
稼
ぐ
場
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
い
に
稼

い
で
も
ら
い
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
検
討
す

る
場
を
設
け
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
エ
リ
ア
整
備�

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
ハ
ー
ブ
の
一
種
で
癒

し
の
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ニ
ア

層
の
女
性
を
中
心
に
、
ま
た
、
障
害
の

あ
る
方
も
多
く
来
園
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
車
イ
ス
で
の
来
園
に
対
し
、
一
層
配

慮
し
た
形
の
園
づ
く
り
を
心
掛
け
ま

す
。

　
体
験
講
座
の
充
実�

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
当
日
に
野
外
テ

ン
ト
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
手

芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
炎
天
下
に

も
関
わ
ら
ず
、
予
想
以
上
の
方
に
体
験

し
て
い
た
だ
き
、
手
芸
教
室
の
人
気
の

高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
本
年
内
に
は
手

芸
専
用
の
施
設
が
完
成
し
、
よ
り
充
実

し
た
取
り
組
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
摘
み
取
り
の
人
気
も
高
い
こ
と

か
ら
、
手
芸
教
室
と
併
せ
、
本
格
オ
ー

プ
ン
時
の
目
玉
と
し
て
位
置
づ
け
、
集

客
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
加
工
品
の
充
実
と
拡
充�

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や

　
「
千
年
の
苑
（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
）」

は
、
植
付
面
積
が
日
本
最
大
級
で
あ
る

こ
と
、
園
内
の
花
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
み

で
あ
る
こ
と
、白
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー（
品
種

名
：
ロ
ン
グ
ホ
ワ
イ
ト
）
を
導
入
し
色

合
い
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
て
い
る
こ

と
、
摘
み
取
り
体
験
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
で
、
他
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
観

光
地
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、「
千
年
の
苑
」
は
マ
ス

コ
ミ
各
社
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
の
２
日
間
で

２
７
、５
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
、
町

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
次
の
と
お
り
課
題
も
見
え
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
課
題
は
主
な
も

の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
検
証

し
、
来
年
の
本
格
オ
ー
プ
ン
に
向
け
一

つ
ひ
と
つ
改
善
し
て
い
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
駐
車
場
の
確
保
、
園
ま
で
の
案
内
版

の
設
置

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
当
日
は
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
園
か
ら
国
道
２
５
４
号
線
ま
で

県
道
が
渋
滞
と
な
り
ま
し
た
。
駐
車
場

の
確
保
と
整
備
が
重
要
で
す
。ま
た
、国

道
沿
い
な
ど
に
園
ま
で
の
案
内
板
の
設

置
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
稼
ぐ
力
の
充
実
し
た
体
制
づ
く
り�

　

今
回
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
の
２
日

間
に
２０
店
舗
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。

用
意
し
た
物
品
は
早
い
時
間
に
ほ
と
ん

千
年
の
苑
事
業
推
進
員

渡
辺　

忠
司

来
年
の
本
格
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

問
合
せ　

農
政
課　

農
業
振
興
担
当

　

☎
５９

−

６
６
７
１

等
は
参
加
者
が
用
意
（
軍
手
、除
草
器

具
、剪
定
は
さ
み
等
）

植
付
け
・
管
理
す
る
口
数

◦
個
人
型　

１
口（
２０
株
・
約
２５
㎡
）以
上

◦
団
体
型　

１
口（
１
３
０
株
・
約
２
０

０
㎡
）以
上

特　

典

◦
自
身
が
管
理
す
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
株
の
開

花
し
た
も
の
は
全
て
摘
み
取
り
、
持
ち

帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
千
年
の
苑
オ
ー
プ
ン
期
間
中
の
入
園
料

は
免
除
さ
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方

　

説
明
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、

都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い
方
は
農
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
　
時　

８
月
２２
日（
水
）１０
時
３０
分
～

　

場
　
所　

役
場
町
民
ホ
ー
ル

加
入
希
望
の
方

　

説
明
会
後
、
８
月
２２
日（
水
）～
３１
日

（
金
）ま
で
に
、
説
明
会
時
に
配
布
す
る
申

込
書
を
農
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

農
政
課　

農
業
振
興
担
当

　

☎
５９

−

６
６
７
１

「
マ
イ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ
」
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

現
在
、
整
備
中
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
内
に

町
民
の
方
々
等
が
自
身
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

植
え
付
け
・
栽
培
・
除
草
な
ど
の
管
理
を

し
て
い
た
だ
く
「
オ
ー
ナ
ー
管
理
型
」
の

エ
リ
ア
を
設
け
ま
す
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
育

て
て
楽
し
む
方
々
を
「
マ
イ
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ク
ラ
ブ
」
の
会
員
と
し
て
こ
の
度
募
集
し

ま
す
。

　

個
人
型
と
団
体
型
の
２
タ
イ
プ
で
、
団

体
型
と
し
て
は
、
地
区
、
ク
ラ
ブ
、
企
業

等
が
参
加
可
能
で
す
。

参
加
条
件

◦
町
民
で
あ
る
こ
と
（
企
業
の
場
合
は
、

営
業
所
等
が
町
内
）

◦
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
関
心
が
あ
る
こ
と

◦「
千
年
の
苑
」
に
い
つ
で
も
来
ら
れ
る

こ
と
（
ほ
場
の
管
理
が
可
能
）

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

◦
苗
の
植
付
け
、
除
草
、
剪
定
等

◦
必
要
な
作
業
は
そ
の
都
度
現
地
で
説
明

し
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
関
す

る
講
座
を
適
宜
開
催
し
ま
す
。

費　

用

◦
無
料　

た
だ
し
、
管
理
に
必
要
な
用
具

◦
条
　
件　

町
内
在
住
の
方（
７０
歳
ま
で
）

◦
募
集
人
数
　
２０
名
程
度

◦
申
込
期
限
　
８
月
２４
日（
金
）ま
で

◦
そ
の
他　

す
べ
て
屋
外
で
の
作
業
で

す
。
冬
の
作
業
は
お
休
み
で
す
。
労
災

に
加
入
済
で
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
説
明
会
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ

（
農
）ら
ん
ざ
ん
営
農　

☎
６１

−

０
７
２
０

作
業
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
を
管
理
し
て
い
る（
農
）

ら
ん
ざ
ん
営
農
で
は
、
日
本
一
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
を
目
指
し
て
、
作
業
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

○
主
な
作
業
内
容

◦
苗
の
植
付
け
・
株
の
剪
定
・
除
草
作
業

○
雇
用
内
容

◦
雇
用
主　
（
農
）ら
ん
ざ
ん
営
農

◦
時
　
間　

９
時
～
１６
時（
平
日
）

◦
時
　
給　

８
７
１
円

◦
場
　
所　
「
千
年
の
苑（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
）」歳入

2,733,723 千円
2,745,343 千円（100.4％）町税

地方譲与税
各種交付金
地方交付税
国庫支出金
県支出金
繰入金
繰越金
町債
その他

93,001 千円
95,291 千円（102.5％）

386,569 千円
403,747 千円（104.4％）

756,523 千円
787,940 千円（104.2％）
782,714 千円
586,805 千円（75.0％）

389,982 千円
340,108 千円（87.2％）
334,581 千円
334,578 千円（100.0％）
267,100 千円
267,101 千円（100.0％）

582,457 千円
326,557 千円（56.1％）

220,650 千円
229,210 千円（103.9％）

予算現額65億4,730万円
収入済額61億1,668万1千円（収入率91.2％）

10 20 30億円

歳出
104,087 千円
102,621 千円（予算対比 98.6％）議会費

総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
土木費
消防費
教育費
公債費
その他

1,022,912 千円
   755,161 千円（73.8％）

1,901,853 千円
1,801,092 千円（94.7％）

527,272 千円
489,287 千円（92.8％）

221,884 千円
155,799 千円（70.2％）

788,429 千円
666,000 千円（84.5％）

323,932 千円
316,346 千円（97.7％）

547,199 千円
491,985 千円（89.9％）

709,130 千円
601,359 千円（84.8％）

400,602 千円
  85,438 千円（21.3％）

予算現額65億4,730万円
支出済額54億6,508万8千円（執行率83.5％）

10 20 30億円
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お 知 ら せ

町
の
家
計
は
こ
う
な
っ
て
い
ま
す

　

～
平
成
２９
年
度
下
半
期　

町
の
財
政
状
況
～

総務課
　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税

金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、年
２
回「
町
の
財
政

状
況
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
２９
年
度
下
半

期
の
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
各
数
値

は
、
平
成
３０
年
３
月
３１
日
現
在

の
も
の
で
、
出
納
整
理
期
間

（
平
成
３０
年
４
月
１
日
～
５
月

３１
日
ま
で
の
２
か
月
間
で
、
現

金
の
未
収
未
払
い
の
整
理
を
行

う
た
め
の
期
間
）
の
収
入
・
支

出
を
含
ん
で
い
な
い
た
め
、
平

成
２９
年
度
の
決
算
と
は
異
な
り

ま
す
。

　

最
終
的
な
数
値
は
、
平
成
２９

年
度
の
決
算
で
明
ら
か
に
な

り
、
す
み
や
か
に
こ
の
紙
面
で

公
表
し
ま
す
。

　

数
値
の
端
数
に
つ
い
て
は
四

捨
五
入
を
し
て
お
り
、
合
計
等

が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課　

財
政
契
約

担
当　

☎
６２

－

２
１
５
１

周
波
数（700M

H
z

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
）

を
利
用
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
町
内
の
一
部
地
域

で
、
テ
レ
ビ
映
像
が
乱
れ
る
な
ど
の

影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
対

策
工
事
を
「700M

H
z

利
用
推
進
協

議
会
」
が
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
影
響
が
起
き
る
可

能
性
が
高
い
お
宅
に
工
事
作
業
者
が

訪
問
・
確
認
の
う
え
実
施
し
て
い
ま

す
。
工
事
に
関
す
る
費
用
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
工
事
作
業
者
は
「
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
証
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

　

施
工
担
当
会
社

　

㈱
エ
ク
シ
オ
テ
ッ
ク

　

不
審
に
思
わ
れ
る
場
合
は
、「
対

策
証
」
の
提
示
を
求
め
る
と
と
も

に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
工
事
が
必
用
な
地
域

　

志
賀
、
む
さ
し
台
３
丁
目
、
大

蔵
、
越
畑
、
杉
山
の
各
地
区
で
す
。

　
（
全
て
の
お
宅
が
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

〇
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
恐
れ

の
あ
る
地
域

　

８
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
お
知
ら
せ
の

チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　700M

H
z

（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

テ
レ
ビ
受
信
障
害
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

７
０
０

－

０
１
２

　

地
域
支
援
課　

政
策
創
生
担
当

　

☎
６２

－

２
１
５
２

　

７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
を
通
じ

て
、
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々

の
生
活
再
建
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

受
付
場
所

•
嵐
山
町
役
場

　

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

　

会
計
課
窓
口
（
平
日
）

　

日
直
室
（
土
・
日
・
祝
日
）

•
嵐
山
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
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町税の状況（平成29年度末現在）
町民１人当たり 152,825円　　町税の収入済額に対する構成割合 44.9％

財政調整基金 318,053
減債基金 2,338
特定目的基金 103,154
ふるさとづくり基金 70,112
公共公益施設建設基金 9,795
スポーツ振興基金 43
福祉基金 5,466
地域福祉人材育成基金 17,738

計 423,545

一般会計積立基金
平成29年度末現在高 （単位：千円）会計名 予算現額 収入支出済額 予算対比

国民健康保険特別会計 2,519,915 歳入 2,350,611 93.3％
歳出 2,466,696 97.9％

後期高齢者医療特別会計 196,486 歳入 197,013 100.3％
歳出 187,276 95.3％

介護保険特別会計 1,263,048 歳入 1,246,682 98.7％
歳出 1,102,255 87.3％

下水道事業特別会計 625,275 歳入 564,655 90.3％
歳出 509,181 81.4％

会計名 項目 予算現額 収入支出済額 予算対比

水道事業会計

収益的収入 531,133 554,959 104.5％
収益的支出 511,221 479,258 93.7％
資本的収入 840 840 100.0％
資本的支出 115,794 98,748 85.3％

特別会計　予算執行状況（平成30年3月31日現在） （単位：千円）

一般会計 6,874,817
下水道会計 2,437,770
水道事業会計 192,187

合　計 9,504,774

地方債現在高（平成29年度末現在高）
（単位：千円）


